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２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
栃
木
県
庁
及
び
大
田
原
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
百
五
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

栃
木
県
日
光
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。日

光
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
栃
木
県
庁
及
び
日
光
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
百
五
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

栃
木
県
さ
く
ら
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。さ

く
ら
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
栃
木
県
庁
及
び
さ
く
ら
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
十
八
号

実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則

（
昭
和
五
十
三
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
七
号
）
第
九
条

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
の
特
に
や
む
を
得
な
い
緊
急
の
場
合
に
係
る

実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
の

規
定
に
基
づ
く
線
量
限
度
等
を
定
め
る
告
示
（
平
成
二
十

三
年
経
済
産
業
省
告
示
第
四
十
号
）
の
一
部
を
改
正
す
る

告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
特
に

や
む
を
得
な
い
緊
急
の
場
合
に
係
る
実
用
発
電
用

原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
の
規
定

に
基
づ
く
線
量
限
度
等
を
定
め
る
告
示
の
一
部
を

改
正
す
る
告
示

本
則
中
「
緊
急
の
場
合
は
」
を
「
緊
急
の
場
合
に
東
京

電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
属
す
る
原
子

炉
施
設
（
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規

制
に
関
す
る
法
律（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）

第
二
十
三
条
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
原
子
炉
施
設
を

い
う
。）並
び
に
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
及
び
そ
の
附
属
設
備
又
は

そ
の
周
辺
の
区
域
で
あ
っ
て
、
そ
の
線
量
が
一
時
間
に
つ

き
〇
・
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
場

所
に
お
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
作
業

を
行
う
と
き
は
」
と
改
め
、本
則
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

原
子
炉
施
設
又
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
を
冷
却
す

る
設
備
の
機
能
が
著
し
く
低
下
し
た
場
合
又
は
そ
の

機
能
を
失
っ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
機
能
を
復
旧
す

る
た
め
の
作
業

二

前
号
に
掲
げ
る
作
業
の
ほ
か
、
原
子
炉
施
設
の
故

障
、
損
壊
等
に
よ
り
、
多
量
の
放
射
性
物
質
の
放
出

の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
抑
制
又

は
防
止
す
る
た
め
の
機
能
が
著
し
く
低
下
し
た
と
き

又
は
そ
の
機
能
を
失
っ
た
と
き
に
お
け
る
当
該
機
能

を
復
旧
す
る
た
め
の
作
業

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
八
十
八
号

次
の
信
号
符
字
を
点
附
し
た
の
で
、
船
舶
法
施
行
細
則

（
明
治
三
十
二
年
逓
信
省
令
第
二
十
四
号
）
第
十
九
条
の

規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

信
号
符
字
船
舶

番
号

船
名

点
附

年
月
日

平
成

７
Ｊ
Ｊ
Ｈ

1
4
1
4
5
4
第
十
八
三
笠
丸

2
3
.
9
.
1
3

７
Ｊ
Ｋ
Ｃ

1
4
1
5
1
7
Ｂ
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｅ
Ｌ

Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

2
3
.
9
.
8

Ｊ
Ｄ
3
2
0
0

1
4
1
4
4
6
り
ゅ
う
え
い

2
3
.
9
.
2
2

Ｊ
Ｄ
3
2
2
2

1
4
1
4
8
4
し
わ
く
丸

2
3
.
9
.
5

Ｊ
Ｄ
3
2
2
5

1
4
1
4
9
0
第
五
雄
豊
丸

2
3
.
9
.
2

Ｊ
Ｄ
3
2
3
2

1
4
1
4
9
8
康
洋
丸

2
3
.
9
.
7

Ｊ
Ｄ
3
2
3
4

1
4
1
4
6
7
第
十
五
金
洋
丸

2
3
.
9
.
1
2

Ｊ
Ｄ
3
2
3
6

1
4
1
5
0
4
マ
ド
カ
ミ
ヤ

2
3
.
9
.
1
3

Ｊ
Ｄ
3
2
3
8

1
4
1
5
0
7
長
門

2
3
.
9
.
1
5

Ｊ
Ｄ
3
2
4
2

1
4
1
5
1
6
あ
ま
ぎ

2
3
.
9
.
2
0

Ｊ
Ｄ
3
2
4
3

1
4
1
5
1
8
黒
部
丸

2
3
.
9
.
2
2

Ｊ
Ｄ
3
2
4
5

1
4
1
5
2
0
第
七
幸
翔
丸

2
3
.
9
.
3
0

Ｊ
Ｄ
3
2
4
6

1
4
1
5
2
1
第
十
一
霧
島
丸

2
3
.
9
.
1
5

Ｊ
Ｄ
3
2
4
7

1
4
1
5
2
2
だ
い
こ
く

2
3
.
9
.
2
7

Ｊ
Ｄ
3
2
4
8

1
4
1
5
2
3
長
豊
丸

2
3
.
9
.
9

Ｊ
Ｄ
3
2
5
1

1
4
1
5
2
6
恵
綾
丸

2
3
.
9
.
1
5

Ｊ
Ｄ
3
2
5
7

1
4
1
5
3
9
フ
ェ
リ
ー
た
い
し
ゅ

う
2
3
.
9
.
2
9

Ｊ
Ｄ
3
2
5
9

1
4
1
5
4
1
第
二
共
福
丸

2
3
.
9
.
2
9

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
八
十
九
号

次
の
信
号
符
字
を
取
り
消
し
た
の
で
、
船
舶
法
施
行
細

則
（
明
治
三
十
二
年
逓
信
省
令
第
二
十
四
号
）
第
十
九
条

の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

信
号
符
字
船
舶

番
号

船
名

取
消

年
月
日

平
成

７
Ｋ
Ｄ
Ｄ

1
2
3
2
4
6
陽
光
丸

2
3
.
9
.
3
0

８
Ｋ
Ｗ
Ｕ

1
1
8
6
1
5
第
八
十
一
萬
漁
丸

2
3
.
9
.
2
6

８
Ｌ
Ｔ
Ａ

1
2
5
6
8
3
第
五
十
八
廣
漁
丸

2
3
.
9
.
2
1

Ｊ
Ｂ
Ｚ
Ｙ

1
3
6
2
7
9
い
わ
き
丸

2
3
.
9
.
1
2

Ｊ
Ｋ
Ｍ
Ｒ

1
3
0
8
9
4
新
宮
城
丸

2
3
.
9
.
2

Ｊ
Ｄ
2
5
5
0

1
2
5
5
6
7
第
五
福
栄
丸

2
3
.
9
.
6

Ｊ
Ｄ
2
5
8
7

1
4
0
7
1
3
さ
ん
り
く

2
3
.
9
.
5

Ｊ
Ｅ
2
7
1
4

1
2
4
9
9
2
第
八
漁
栄
丸

2
3
.
9
.
6

Ｊ
Ｅ
3
0
8
1

1
3
2
2
3
5
第
十
一
寿
和
丸

2
3
.
9
.
2
6

Ｊ
Ｇ
3
5
4
3

1
1
9
0
9
8
第
２
５
０
２
い
か
り

丸
2
3
.
9
.
2
8

Ｊ
Ｇ
4
2
0
6

1
2
5
9
6
1
こ
ま
ゆ
き

2
3
.
9
.
2
2

Ｊ
Ｈ
3
1
6
4

1
3
0
0
7
8
第
十
八
松
丸

2
3
.
9
.
3
0

Ｊ
Ｉ
3
5
2
0

1
3
3
4
3
7
第
二
宝
山
丸

2
3
.
9
.
1
6

Ｊ
Ｊ
3
8
6
6

1
2
7
2
7
5
千
鳥
丸

2
3
.
9
.
1
4

Ｊ
Ｋ
5
0
1
4

1
3
1
7
4
8
か
わ
ち
ま
る

2
3
.
9
.
1
5

Ｊ
Ｋ
5
0
9
7

1
3
2
4
8
4
慶
洋
丸

2
3
.
9
.
1
5

Ｊ
Ｌ
5
1
4
4

1
2
6
3
4
3
開
洋

2
3
.
9
.
1
3

Ｊ
Ｌ
5
9
3
9

1
3
1
5
0
8
第
十
五
八
幡
丸

2
3
.
9
.
8

Ｊ
Ｌ
5
9
6
9

1
3
2
1
0
4
金
昌
丸

2
3
.
9
.
1
3

Ｊ
Ｌ
6
4
4
7

1
3
5
1
5
8
新
明
幸

2
3
.
9
.
6

Ｊ
Ｍ
4
3
7
5

1
2
2
6
7
4
金
冨
丸

2
3
.
9
.
1

Ｊ
Ｍ
5
3
6
0

1
2
7
7
0
1
第
六
十
五
悠
久
丸

2
3
.
9
.
1
3

Ｊ
Ｍ
5
6
0
3

1
2
9
4
9
8
櫻
島
丸

2
3
.
9
.
7

Ｊ
Ｍ
5
9
1
2

1
3
1
3
0
9
フ
ェ
リ
ー
第
六
お
お

す
み

2
3
.
9
.
2
6

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
九
十
号

次
の
船
舶
国
籍
証
書
は
無
効
と
な
っ
た
の
で
、
船
舶
法

施
行
細
則
（
明
治
三
十
二
年
逓
信
省
令
第
二
十
四
号
）
第

四
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

証
書
番
号

証
書
の

日
付

船
舶

番
号

船
名

2
4
8
4
平
成4
.
1
.
9

9
8
2
4
5
第
一
吉
井
丸

Ａ
0
7
1
9
1
8
3
5

1
9
.
8
.
3
0

1
2
2
6
7
4
金
冨
丸

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
現
に
原
子
力
災
害
対
策
特
別

措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
第
十
七

条
第
八
項
に
規
定
す
る
緊
急
事
態
応
急
対
策
実
施
区
域

に
お
い
て
実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関

す
る
規
則
第
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
緊
急
作
業
に
従

事
す
る
放
射
線
業
務
従
事
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
告
示

に
よ
る
改
正
前
の
平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
の
特
に
や
む
を
得
な
い
緊
急
の
場
合
に
係
る
実
用

発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
の
規

定
に
基
づ
く
線
量
限
度
等
を
定
め
る
告
示
の
規
定
は
、

な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
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